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て
、
日
本
が
如
何
に
貢
献
す
る
か
と
い
う
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。

資
源
の
乏
し
い
日
本
が
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
両
方
を
実
現
す
る
に
は
、
国
を
挙
げ
た
科

学
技
術
振
興
へ
の
投
資
を
真
に
国
創
り
に
結
実
さ
せ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
能
力
の
強
化
と
、
そ
れ
を
支
え
る
多
様
な
人
材
の

育
成
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
〇
年
が
勝
負
で
あ
る
と
の
危
機
感
が
、
我
々
国
民
も
行

政
、
政
治
も
、
そ
し
て
大
学
も
含
め
た
教
育
界
も
余
り
に
希
薄
で
あ
る
こ
と
に
重
大
な
危
惧
を
持
つ
。

科
学
技
術
創
造
立
国
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
基
礎
研
究
重
視
の
科
学
技
術
政
策
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
新
た
な
知
の
創
造
を
、

社
会
経
済
的
価
値
の
創
造
と
し
て
具
現
化
す
る
科
学
技
術
駆
動
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
能
力
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

同
時
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
科
学
技
術
の
基
礎
・
基
盤
に
裏
づ
け
ら
れ
た
実
践
型
技
術
人
材
群
、
お
よ
び
、
多
様
な
知
の
結
合
・

統
合
を
実
現
す
る
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
能
力
を
持
ち
、
そ
れ
を
社
会
経
済
的
価
値
の
創
造
に
具
現
化
す
る
能
力
を
持
つ
人
材

：

Σ

型
統
合
人
材
の
育
成
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
第
三
の
国
創
り
を
担
う
技
術
者
教
育
の
強
化
が
焦
眉
の
課
題

現
在
の
高
等
教
育
に
お
け
る
技
術
者
育
成
教
育
、
お
よ
び
次
代
を
担
う
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
「
社
会
を
支
え
る
技
術
」

に
関
す
る
教
育
に
お
い
て
、
社
会
の
要
求
に
応
え
て
い
な
い
様
々
な
症
状
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
「
博
士
課
程

修
了
者
の
素
養
・
能
力
」
の
現
状
と
、
産
業
界
の
求
め
る
「
科
学
技
術
駆
動
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
不
可
欠
な
博
士
取
得
者

に
期
待
さ
れ
る
素
養
・
能
力
」
と
の
間
の
乖
離
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
、
子
ど
も
達
か
ら
見
て
憧
れ
と
な
り
、
自
分
も
か
く
な
り

た
い
と
思
う
「
社
会
を
支
え
る
技
術
者
像
」
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
教
育
現
場
で
見
せ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
初
等
・
中
等
教

育
に
お
け
る
「
技
術
」
の
教
育
の
貧
弱
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
の
国
創
り
を
担
う
技
術
者
育
成
教
育
の
強
化
は
、
世
界
の
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
最
重
要
政
策
課
題
と
し
て
正
面
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
我
が
国
の
現
状
は
世
界
で
最
も
遅
れ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
を
持
つ
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
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一
こ
の
一
〇
年
が
勝
負
の
第
三
の
国
創
り
の
時
期

日
本
は
今
、
第
三
の
国
創
り
の
重
大
変
革
期
に
あ
る
と
言
え
る
。
第
一
の
国
創
り
の
変
革
期
は
明
治
維
新
、
第
二
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
戦
後
復
興
期
。
両
方
の
重
大
な
変
革
期
と
も
、
科
学
技
術
革
新
人
材
と
国
創
り
へ
の
使
命
感
を
持
つ
人
材
の
育
成
が

さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
世
界
史
に
稀
な
困
難
な
国
創
り
に
成
功
し
た
と
言
え
よ
う
。

第
三
の
国
創
り
の
重
大
変
革
期
に
お
い
て
達
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
挑
戦
の
第
一
は
、
国
内
的
に
一
〇
年
後
に
は
確
実
に
顕
在
化

す
る
少
子
高
齢
化
と
労
働
人
口
の
減
少
の
も
と
で
、
如
何
に
持
続
可
能
な
国
力
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
あ
る
。

第
二
の
挑
戦
は
、
世
界
的
な
視
点
で
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
・
水
等
の
迫
り
来
る
地
球
規
模
で
の
危
機
の
解
決
に
対
し
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国
創
り
に
結
実
す
る
真
の
科
学
技
術
創
造
を

支
え
る
人
材
育
成

～
Σ
型
統
合
人
材
育
成
の
重
要
性
～

柘 つ

植 げ

綾 あ
や

夫 お

（
芝
浦
工
業
大
学
学
長
）
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二
〇
～
三
〇
％
し
か
公
的
な
研
究
職
に
就
く
こ
と
が
出
来
ず
、
残
り
の
七
〇
～
八
〇
％
は
あ
た
か
も
科
学
者
と
し
て
の
生
存
競
争

に
お
い
て
落
伍
者
の
ご
と
く
、
社
会
的
に
不
適
切
な
処
遇
を
受
け
て
い
る
現
状
の
早
急
な
解
決
が
必
須
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
の
財
産
と
い
う
べ
き
優
秀
な
人
材
を
活
か
し
き
っ
て
い
な
い
高
等
教
育
の
現
状
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ

り
、
特
に
「
社
会
に
学
び
社
会
に
貢
献
す
る
博
士
課
程
修
了
者
育
成
」
の
観
点
か
ら
の
理
工
学
系
大
学
院
教
育
の
抜
本
的
改
革
が

焦
眉
の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
抜
本
的
改
革
の
方
向
は
、
理
工
学
系
大
学
に
お
け
る
実
践
型
骨
太
技
術
人
材
の
育
成
機
能
強
化
で
あ
る
。
理
工
学
の
学
部

教
育
に
お
い
て
は
、
人
間
・
社
会
・
世
界
へ
の
興
味
と
理
解
力
、
お
よ
び
、
そ
れ
を
支
え
る
科
学
技
術
と
の
連
関
の
体
験
的
理
解

に
立
っ
た
理
工
学
の
基
礎
・
基
盤
の
習
得
が
必
要
で
あ
り
、
旧
来
の
座
学
に
よ
る
基
礎
科
目
の
学
習
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
は

な
ら
な
い
。
真
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
社
会
を
支
え
る
科
学
技
術
の
基
礎
・
基
盤
技
術
教
育
と
の
一
体
型
教
育
に
裏
付
け
ら

れ
た
実
践
型
骨
太
技
術
人
材
の
育
成
に
向
け
た
学
部
教
育
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

修
士
課
程
以
上
の
大
学
院
教
育
研
究
課
程
、
特
に
博
士
課
程
の
抜
本
的
改
革
の
方
向
は
、
従
来
の
最
先
端
科
学
者
・
研
究
者
育

成
コ
ー
ス
と
は
独
立
し
た
実
践
型
骨
太
技
術
者
育
成
コ
ー
ス
の
設
計
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
大
学
院
教
育
研
究
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

構
築
で
あ
る
。

そ
の
要
諦
は
、
日
進
月
歩
す
る
世
界
の
科
学
技
術
的
先
端
知
群
を
把
握
・
理
解
出
来
る
素
養
と
、
そ
れ
を
社
会
経
済
的
価
値
創

造
に
ま
で
具
現
化
す
る
組
織
活
動
を
リ
ー
ド
出
来
る
科
学
技
術
経
営
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
素
養
を
育
む
教
育
の
充
実
で
あ
る
。

そ
の
際
大
学
は
、
博
士
課
程
で
育
成
す
べ
き
人
材
像
と
し
て
「
産
業
に
お
け
る
研
究
開
発
リ
ー
ダ
ー
の
素
養
、
将
来
の
Ｃ
Ｔ
Ｏ

等
の
技
術
経
営
リ
ー
ダ
ー
の
素
養
」
等
、
明
確
な
教
育
目
標
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
、
そ
の
質
の
保
証
を
担
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
状
の
大
学
院
教
育
は
こ
の
点
の
教
育
責
任
の
明
確
化
と
、
そ
の
実
行
機
能
の
強
化
が
遅
れ
、
世
界
レ
ベ
ル
か
ら
益
々
遅
れ
る
こ

と
を
憂
う
。

一
例
と
し
て
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
育
成
さ
れ
る
人
材
像
を

こ
の
観
点
か
ら
点
検
し
、
最
先
端
科
学
者
・
研
究
者
の
育
成
を
狙
う
教
育
か
、
あ
る
い
は
実
践
型
骨
太
技
術
者
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
教
育
か
の
旗
幟
鮮
明
化
が
必
要
で
あ
る
。
大
学
は
今
一
度
こ
の
点
の
自
己
点
検
と
社
会
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
に
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二

．

一
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
「
理
数
教
育
」
と
「
社
会
に
お
け
る
技
術
の
教
育
」
と
の
一
体
化
の
必
要
性

教
育
改
革
が
進
む
中
で
、
小
・
中
学
校
の
理
数
教
育
の
時
間
数
が
充
実
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
方
向
で
あ
る
が
、
相
変
わ
ら
ず

技
術
教
育
は
「
技
術
・

家
庭
」
教
育
の

枠
の

中
で
と
ど
ま
り
、
教

員
の

資
質
と
も

相
俟
っ
て
、

子
ど
も

達
は
、
「
社
会
を
支
え
る

技
術
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
数
学
と
理
科
と
の
連
関
」
を
皮
膚
感
覚
で
体
得
出
来
ず
、
結
果
と
し
て
時
間
数
が
増
え
た
理
数
教

育
時
間
は
社
会
的
な
感
覚
を
持
た
ぬ
抽
象
的
な
論
理
思
考
の
訓
練
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
思
考
訓
練
に
つ
い
て
い
け
る
子
ど
も
達
は
限
定
さ
れ
た
層
に
限
ら
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
効
果
を
挙

げ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
が
、
具
象
的
、
体
験
的
に
よ
っ
て
の
み
理
解
と
体
得
が
可
能
な
大
部
分
の
子
ど
も
達
は
、
こ
の
よ
う

な
学
習
方
法
に
は
つ
い
て
い
け
な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
結
果
、
現
状
で
も
深
刻
な
状
況
に
あ
る
、
中
学
校
に
お
け
る
「
理
科
・

数
学
嫌
い
」
が
益
々
増
え
、
結
果
的
に
大
学
進
学
に
お
い
て
理
工
系
離
れ
の
現
象
の
加
速
に
結
び
つ
く
恐
れ
が
あ
る
。

初
等
・
中
等
教
育
指
導
要
領
の
改
訂
に
基
づ
く
教
育
現
場
の
改
革
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
正
の
ス
パ

イ
ラ
ル
構
造
に
転
換
す
る
具
体
的
な
改
革
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
教
員
の
質
と
量
の
両
面
か
ら
の
補
強
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
理
工
系
の
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
の
各
自
の
適
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
理
科
・

数
学
・
技
術
の
一
貫
教
育
教
員
と
し
て
の
採
用
、
お
よ
び
、
現
在
既
に
始
ま
っ
て
い
る
技
術
系
産
業
経
験
者
の
教
育
現
場
へ
の
起

用
も
、
単
な
る
補
助
者
で
は
な
く
、
正
規
の
教
員
と
し
て
訓
練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
科
・
数
学
・
技
術
専
任
教
員
に
任
命
す

る
等
の
、
実
態
に
即
し
た
改
善
と
量
的
な
一
層
の
充
実
化
を
可
能
と
す
る
教
員
資
格
制
度
の
改
革
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し

も
、
現
在
の
教
員
資
格
取
得
制
度
に
こ
の
制
度
改
革
を
拒
む
制
度
上
の
障
害
が
あ
る
な
ら
ば
、
既
得
権
益
を
排
除
し
て
で
も
法
律

の
改
正
が
求
め
ら
れ
る
。

二

．

二
工
学
系
大
学
に
お
け
る
実
践
型
骨
太
技
術
人
材
の
育
成
機
能
強
化
を

科
学
技
術
振
興
政
策
と
連
動
し
た
大
学
の
国
際
競
争
力
の
強
化
策
は
、
従
来
は
最
先
端
科
学
の
基
礎
研
究
と
そ
れ
を
支
え
る
基

礎
研
究
者
育
成
に
力
点
を
置
い
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
政
策
は
そ
れ
な
り
に
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
引
き
続
き
堅
持
す
べ
き

で
あ
る
が
、
一
方
で
は
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
博
士
課
程
修
了
者
数
の
大
幅
な
増
加
の
結
果
、
そ
の
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よ
っ
て
、
顕
在
化
し
て
い
る
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
問
題
の
更
な
る
深
刻
化
を
防
止
し
、
「
社
会
に
学
び
社
会
に
貢
献
す
る
博
士
課

程
修
了
者
の
質
の
保
証
」
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
結
び

二
一
世
紀
の
今
、
世
界
で
知
識
基
盤
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、
科
学
技
術
的
な
先
端
知
を
創
造
す
る
人
材
育
成
と
平
行
し
て
、

知
の
創
造
を
社
会
経
済
的
価
値
創
造
に
具
現
化
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
人
材
の
育
成
強
化
が
、
国
を
挙
げ
て
推
進
中
の
科
学

技
術
創
造
立
国
活
動
を
真
に
国
創
り
に
結
実
さ
せ
る
た
め
に
必
須
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
地
球
規
模
で
創
発
さ
れ
る
科
学
技
術
的
知
の
創
造
を
、
社
会
経
済
的
価
値
創
造
に
具
現
化
す
る
科
学
技
術
駆
動
型
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
能
力
を
持
つ
人
材
の
育
成
が
、
大
学
院
教
育
強
化
の
新
機
軸
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
実
践
型
骨
太
技
術
人
材
を
、「
多
様
な
知
の
結
合
・
統
合
を
実
現
す
る
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
能
力
を
持
ち
、

そ
れ
を
社
会
経
済
的
価
値
の
創
造
に
具
現
化
す
る
能
力
を
持
つ
人
材

：

Σ
型
統
合
人
材
」
（
参
考
文
献
）
と
定
義
し
、
こ
れ
に
共

感
し
て
い
た
だ
け
る
大
学
、
産
業
お
よ
び
行
政
と
政
治
の
関
係
者
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
そ
の
実
現
に
注
力
し
て
行
き
た
い

と
考
え
る
。

参
考

文
献

：

柘
植
綾
夫
、
学
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
知
の
創
造
と
社
会
経
済
価
値
創
造
の
結
合
強
化
を
目
指
し
て
～
、
学
術
の
動
向

二
〇
〇
六
―
一
二
、
日
本
学
術
会
議
、
ｐ
八
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